
D-1トレンチ1-1ピット北面（K断層） 写真

1-1ピット北面

4.3.3－16

H25.4.24以降得られたデータ

H25.7.11報告書を一部修正

1
5
8



D-1トレンチ1-1ピット北面（K断層） スケッチ

北面にはN-S方向，中角度西傾斜のK断層が分布する。
②層上面の見かけの鉛直変位量は約1.2mである。 4.3.3－15

1-1ピット北面

H25.4.24以降得られたデータ

H25.7.11報告書を一部修正

f:せん断面

※走向は偏角未補正である。

1
5
7



D-1トレンチ 1-1ピット南面（K断層） 写真

1-1ピット南面

4.3.3－18

H25.4.24以降得られたデータ

H25.7.11報告書を一部修正

1
6
0



D-1トレンチ1-1ピット南面（K断層） スケッチ

南面にはNW-SE方向，中角度西傾斜のK断層が分布する。各層の見かけの鉛直変位量は①層で約1.2m以上，②
層上面で約1.1m以上，③層内で約1.5mであり，累積性は認められない。

1-1ピット南面

4.3.3－17

盛 土

H25.4.24以降得られたデータ

H25.7.11報告書を一部修正

f:せん断面 ※走向は偏角未補正である。

1
5
9



ＳＥ← →ＮＷ ＳＥ← →ＮＷ

D-1トレンチ1-1ピット底盤（K断層） スケッチ及び写真

底盤にはNW-SE方向，中角度西傾斜のK断層が分布する。

写真の向き

4.3.3－19

K断層

K断層

1-1ピット底盤

H25.4.24以降得られたデータ

H25.7.11報告書を一部修正

f:せん断面

※走向は偏角未補正である。

1
6
1



D-1トレンチ1-1ピット（K断層） 条線統計的整理

・K断層の最新活動面における条線は，S60°～70°Wを示す縦ずれ成分が卓越。
・高角度を示すプランジが多い。

4.3.3－20

H25.4.24以降得られたデータ

1
6
2



D-1トレンチ1-1ピット西面 スケッチ及び写真

写真の向き

1-1ピット西面

4.3.3－21

基盤岩内には，熱水変質を伴うNNE-SSW方向，高角度東傾斜の破砕
帯が認められるが，これを覆う①層に変位・変形は認められない。

ＳＷ← →ＮＥ ＳＷ← →ＮＥ

H25.4.24以降得られたデータ

H25.7.11報告書を一部修正

※走向は偏角未補正である。

f:せん断面

1
6
3




